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優
秀
賞「
雨
上
が
り
の
ひ
と
時
」

八
百
津
町（
港
町
）　
林
　
善
次

撮
影
場
所
　
丸
山
ダ
ム
下
流 

の
ぞ
み
橋

放
流
と
虹
は
午
後
２
時
頃
の
西
日
で
発
生
し
ま
す
が
、
５
門

す
べ
て
の
放
流
と
虹
の
貴
重
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

佳
作「
人
道
の
丘
と
星
空
」

御
嵩
町

　
岡
田

　
啓
二

撮
影
場
所

　
人
道
の
丘

八
百
津
に
は
星
空
が
き
れ
い
に
見
え
る
場
所
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
カ
所
、「
人
道

の
丘
」か
ら
望
む
北
極
星
を
中
心
と
し
た
星
空
で
す
。

佳
作「
藍
夜
」

八
百
津
町（
本
町
）　
山
中
　
英
治

撮
影
場
所
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー
ク
大
平

月
が
新
旅
足
橋
の
上
に
位
置
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
撮
影
し
ま

し
た
。
実
際
は
半
月
な
の
で
す
が
、

周
り
の
明
る
さ
と
比
べ
る
と
月
が

明
る
す
ぎ
て
、
丸
く
撮
影
さ
れ
て

い
ま
す
。

佳
作「
躍
動
す
る
自
然
」

可
児
市
　
大
野
　
諭
高

撮
影
場
所
　
五
宝
滝

初
夏
、
仕
事
の
移
動
中
に
休
憩
が

て
ら
涼
み
に
来
た
と
き
の
一
枚
で

す
。
五
宝
滝
は
大
好
き
な
滝
の
一

つ
で
す
。

優
秀
賞「
ホ
タ
ル
舞
う
棚
田
」

岩
倉
市
　
杁
本
　
幸
司

撮
影
場
所
　
北
山
の
上
代
田
棚
田

棚
田
に
ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
は
幻
想
的
で

八
百
津
の
初
夏
の
風
物
詩
で
す
。

「
第
２
回
や
お
つ
大
好
き
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」の
審
査
・
選

考
が
、
観
光
協
会
の
会
員
に

よ
っ
て
厳
正
に
行
わ
れ
、
優
秀

賞
３
作
品
、
佳
作
７
作
品
、
入

賞
10
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

５
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
の
募
集
期
間
中
に
は
、
合
計

１
４
６
作
品
も
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　
　

八
百
津
町
内
で
撮
影
さ
れ
た

写
真
か
ら
は
、
応
募
さ
れ
た
方

の「
や
お
つ
が
大
好
き
！
」と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
す
。

今
年
の
産
業
文
化
祭
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者

の
み
な
さ
ん
に
は
表
彰
状
の
他

に
八
百
津
町
の
特
産
品
詰
め
合

わ
せ
、
協
賛
企
業
提
供
の
豪
華

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
・
佳
作
の
10
作
品

と
、
入
賞
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

美
し
い
や
お
つ
の
四
季
の
移

り
か
わ
り
を
、
写
真
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

○「
夕
暮
れ
」　

　
　
　
　
　
八
百
津
町（
野
上
南
）　
安
江

　
研

○「
め
い
そ
う
の
森
」　

　
　

　
　
　
　
　
関
市

　
坂
田

　
博
之

○「
幻
想
の
五
宝
滝
」

　
　
　
　
　
小
牧
市
　
丹
羽
　
明
仁

○「
大
仙
寺
」

　
　
　
　
　
八
百
津
町（
第
二
）　
石
井
　
正
子

○「
静
か
に
厳
め
し
く
」

　
　
　
　
　
可
児
市
　
宮
田
　
元
治

○「
満
開
の
房
姫
桜
」

　
　
　
　
　
可
児
市
　
金
森
　
健
次

○「
黄
昏
の
八
百
津
橋
」

　
　
　
　
　
可
児
市
　
安
部
　
陽
亮

○「
石
垣
の
棚
田
」

　
　
　
　
　
名
古
屋
市
　
山
口
　
祐
輔

○「
職
人
」

　
　
　
　
　
可
児
市
　
高
木
　
良
夫

○「
新
旧
八
百
津
橋
」

　
　
　
　
　
名
古
屋
市

　
酒
井

　
理
雄

入
選（
10
作
品
）


